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【
注
意
事
項
】

　
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
は
「
ハ
ー
メ
ル
ン
」
で
掲
載
中
の
作
品
を
自
動
的
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
化
し
た
も
の
で

す
。

　
小
説
の
作
者
、「
ハ
ー
メ
ル
ン
」
の
運
営
者
に
無
断
で
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
及
び
作
品
を
引
用
の
範
囲
を

超
え
る
形
で
転
載
・
改
変
・
再
配
布
・
販
売
す
る
こ
と
を
禁
じ
ま
す
。

　　【
あ
ら
す
じ
】

　
鉄
道
公
安
隊
特
捜
班
の
南
公
安
主
任
と
部
下
の
高
山
公
安
官
と
鶴
岡
公
安
官
と
小
海
公
安
官
は
京

都
発
の
特
急
「
雷
鳥
」
１
７
号
の
車
内
で
ス
リ
を
は
た
ら
い
た
男
・
望
月
　
勝
を
捕
え
た
。
と
こ
ろ
が

ス
リ
の
証
拠
が
な
い
た
め
し
て
釈
放
し
た
が
、
そ
の
頃
、
金
沢
の
兼
六
園
で
毒
殺
死
体
が
発
見
さ
れ
た
。

そ
し
て
、
第
二
の
殺
人
が
起
き
た
。
闇
に
潜
む
第
三
の
影
と
は
…
。
旅
情
豊
か
な
金
沢
─
山
代
温
泉
─

能
登
路
を
舞
台
に
描
く
長
編
ミ
ス
テ
リ
ー
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第
１
章
　
特
命
捜
査

　　
３
か
月
前
、
東
京
都
内
の
マ
ン
シ
ョ
ン
で
転
落
死
し
た
。

　
だ
が
、
現
場
に
は
遺
書
の
よ
う
な
も
の
は
な
か
っ
た
、
警
察
で
は
自
殺
と
み
て
捜
査
を
し
て
い
た
。

　
こ
の
日
、
高
山
は
あ
る
列
車
広
報
誌
を
読
ん
で
い
た
。

「
へ
ぇ
ー
、
特
急
「
か
が
や
き
」
で
行
く
金
沢
の
旅
か
。」

「
い
い
わ
ね
、
特
急
「
か
が
や
き
」
か
。」

「
俺
は
、
寝
台
特
急
「
北
陸
」
も
い
い
け
ど
、
一
度
は
「
か
が
や
き
」
に
乗
っ
て
金
沢
や
能
登
や
富
山
へ

行
っ
て
見
た
い
よ
。」

　
と
、
鶴
岡
は
言
っ
た
。

「
ど
れ
ど
れ
。」

　
と
、
小
海
も
記
事
を
見
た
。

「
東
京
か
ら
上
越
新
幹
線
「
あ
さ
ひ
」
に
乗
っ
て
長
岡
か
ら
北
陸
本
線
経
由
の
特
急
「
か
が
や
き
」
に
乗

れ
ば
金
沢
へ
行
け
れ
る
の
ね
。」

「
う
ん
、
東
京
か
ら
金
沢
ま
で
は
３
時
間
５
８
分
で
行
け
れ
る
ん
だ
。」

「
凄
い
の
ね
。」
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１
９
９
２
年
の
３
月
１
４
の
ダ
イ
ヤ
改
正
で
、
東
海
道
新
幹
線
「
の
ぞ
み
」
が
東
京
か
ら
新
大
阪
ま

で
２
時
間
３
０
分
で
運
転
開
始
さ
れ
ま
し
た
、
な
お
、
こ
の
新
幹
線
に
は
名
古
屋
に
も
京
都
に
も
止
ま

ら
ず
、「
名
古
屋
飛
ば
し
」
で
話
題
に
な
っ
た
。

　
ち
な
み
に
Ｊ
Ｒ
西
日
本
で
は
長
岡
と
金
沢
へ
結
ぶ
特
急
「
か
が
や
き
」
が
運
転
本
数
が
増
え
て
、
自

由
席
が
設
け
ら
れ
た
。

　
信
越
本
線
・
北
陸
本
線
経
由
の
特
急
「
白
山
」
は
１
往
復
に
変
わ
っ
た
。
特
急
「
か
が
や
き
」
は
６

往
復
体
制
に
な
っ
た
。
う
ち
１
往
復
は
、
和
倉
温
泉
と
福
井
ま
で
運
転
さ
れ
て
い
る
。

　
又
、
特
急
「
き
ら
め
き
」
に
は
３
列
式
グ
リ
ー
ン
車
が
連
結
さ
れ
た
。

「
へ
ぇ
ー
、
福
井
と
和
倉
温
泉
に
も
運
転
開
始
さ
れ
た
ん
だ
。」

「
う
ん
、
僕
も
一
度
乗
っ
て
見
た
い
な
っ
て
。」

　
と
、
高
山
は
自
慢
そ
う
に
言
っ
た
。

「
お
は
よ
う
。」

　
と
、
南
が
や
っ
て
来
た
。

「
南
主
任
、
お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
。」

　
と
、
同
僚
た
ち
は
挨
拶
す
る
。

「
お
っ
、
高
山
何
呼
ん
で
る
ん
だ
。」

「
あ
あ
、
今
特
急
で
行
く
秋
の
旅
を
見
て
い
た
ん
で
す
。」
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「
ほ
う
、
な
る
ほ
ど
。」

「
秋
の
北
陸
は
、
紅
葉
も
い
い
か
ら
な
。」

　
と
、
南
主
任
は
言
っ
た
。

「
あ
っ
、
そ
う
言
え
ば
特
急
「
雷
鳥
」
が
グ
レ
ー
ド
ア
ッ
プ
車
が
登
場
し
た
ぞ
。」

「
え
っ
、
本
当
な
ん
で
す
か
。」

「
あ
あ
、「
雷
鳥
」
の
１
３
号
・
２
３
号
・
３
２
号
・
４
４
号
の
２
往
復
だ
。」

「
あ
っ
、
そ
れ
っ
て
上
沼
垂
色
で
す
ね
。」

「
そ
う
だ
。」

「
僕
も
一
度
乗
っ
て
見
た
い
な
「
雷
鳥
」。」

　
と
、
高
山
は
言
っ
た
。

　
そ
こ
へ
、
高
杉
班
長
が
や
っ
て
来
た
。

「
お
い
、
南
、
高
山
、
鶴
岡
、
小
海
。」

「
あ
っ
、
班
長
、
お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
。」

「
何
か
用
で
し
ょ
う
か
。」

　
と
、
小
海
は
言
っ
た
。

「
す
ぐ
に
室
長
室
に
来
て
く
れ
。」

「
え
っ
。」
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南
は
、
高
山
と
小
海
と
鶴
岡
を
連
れ
て
室
長
室
へ
や
っ
て
来
た
。

「
南
公
安
主
任
以
下
３
名
、
配
置
に
つ
き
ま
し
た
以
上
。」

　
と
、
南
は
敬
礼
し
た
。

「
と
こ
ろ
で
、
室
長
今
日
は
何
の
要
件
で
し
ょ
う
か
。」

「
実
は
、
南
と
高
山
達
に
特
命
捜
査
を
や
っ
て
も
ら
お
う
と
思
っ
て
ね
。」

「
え
っ
、
特
命
捜
査
。」

　
と
、
南
と
高
山
と
鶴
岡
と
小
海
は
驚
く
。

「
そ
う
だ
、
実
は
都
内
の
マ
ン
シ
ョ
ン
で
女
子
高
生
が
転
落
死
し
た
。」

「
あ
あ
、
そ
の
生
徒
が
自
殺
で
は
な
い
か
と
。」

「
そ
う
だ
、
こ
の
事
件
に
つ
い
て
は
警
視
庁
の
刑
事
が
話
を
さ
れ
る
。」

　
と
、
大
湊
室
長
は
言
っ
た
。

「
あ
あ
紹
介
し
よ
う
、
こ
ち
ら
が
警
視
庁
の
刑
事
だ
。」

　
と
、
高
杉
は
言
っ
た
。

「
警
視
庁
・
捜
査
一
課
の
田
所
で
す
。」

「
目
黒
西
署
の
小
坂
で
す
。」

「
早
速
で
す
か
、
事
件
の
事
を
詳
し
く
話
し
て
い
た
だ
け
な
い
で
し
ょ
う
か
。」

「
は
い
、
３
か
月
前
、
都
内
の
マ
ン
シ
ョ
ン
で
女
子
高
生
が
転
落
死
し
ま
し
た
、
死
亡
し
た
の
は
音
ノ
木
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坂
学
院
に
通
う
花
型
　
る
い
１
７
歳
と
判
明
し
ま
し
た
。」

「
彼
女
は
自
殺
何
で
す
か
。」

「
い
や
、
そ
れ
が
遺
書
も
あ
り
ま
せ
ん
が
自
殺
で
は
な
い
か
と
。」

「
そ
れ
で
、
聞
い
た
ん
で
す
か
。」

「
生
徒
に
聞
い
た
と
こ
ろ
、
い
じ
め
た
こ
と
も
な
い
っ
て
言
っ
て
い
ま
し
た
。」

「
と
言
う
事
は
、
い
じ
め
の
自
殺
で
は
な
い
と
言
う
の
で
す
か
。」

「
い
や
、
詳
し
い
こ
と
は
言
え
な
い
の
で
す
が
、
る
い
の
友
人
に
聞
く
と
イ
ジ
メ
て
い
な
い
っ
て
言
っ
て

い
ま
し
た
。」

「
そ
う
か
、
や
は
り
い
じ
め
か
あ
る
い
は
教
師
の
体
罰
っ
て
事
も
考
え
ら
れ
ま
す
ね
。」

「
え
え
。」

「
こ
れ
は
、
間
違
い
な
く
マ
ン
シ
ョ
ン
の
転
落
死
と
関
係
あ
り
そ
う
で
す
ね
。」

「
う
ん
、
そ
れ
で
大
湊
室
長
、
そ
の
４
人
に
ど
ん
な
捜
査
を
す
る
ん
だ
。」

「
こ
の
ツ
ア
ー
に
参
加
し
て
事
件
の
捜
査
を
や
っ
て
も
ら
う
こ
と
に
し
た
か
ら
、
南
と
高
山
達
に
捜
査

を
さ
せ
る
こ
と
に
し
た
と
。」

「
お
う
、
な
る
ほ
ど
ね
。」

「
任
せ
て
下
さ
い
、
室
長
。」

「
じ
ゃ
あ
、
頼
む
よ
。」
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「
は
い
。」

　
南
と
高
山
と
小
海
は
、
装
備
課
へ
行
き
拳
銃
を
取
り
に
来
た
。

「
お
願
い
し
ま
す
。」

「
は
い
。」

　
装
備
係
の
人
は
、
４
人
に
拳
銃
を
渡
し
た
。

「
は
い
。」

　
南
と
高
山
は
、
コ
ル
ト
・
ロ
ー
マ
ン
４
ｉ
ｎ

　
鶴
岡
は
、
コ
ル
ト
・
ロ
ー
マ
ン
２
イ
ン
チ
ク
ラ
シ
ッ
ク
モ
デ
ル

　
小
海
は
、
ブ
ロ
ー
ニ
ン
グ
Ｍ
１
９
１
０

　
と
、
携
帯
し
、
ホ
ル
ス
タ
ー
に
入
れ
た
。

　
鉄
道
公
安
隊
特
捜
班
は
、
危
険
な
任
務
の
為
拳
銃
を
携
行
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

「
装
填
、
６
発
完
了
。」

　
と
、
南
と
高
山
と
鶴
岡
は
は
言
う
。

「
装
填
、
７
発
完
了
。」

　
と
、
小
海
は
言
っ
た
。

「
そ
れ
で
、
特
捜
班
の
方
で
は
事
件
の
捜
査
は
ど
う
な
ん
だ
。」

　
と
、
大
湊
は
高
杉
に
行
っ
た
。
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「
え
え
、
実
は
今
「
ひ
か
り
」
と
「
雷
鳥
」
と
「
あ
さ
ひ
」
と
「
か
が
や
き
」
の
列
車
ス
リ
を
追
っ
て
い

ま
す
。」

「
な
る
ほ
ど
、
特
捜
班
は
列
車
ス
リ
を
追
っ
て
い
る
の
か
。」

「
は
い
、
後
は
指
名
手
配
中
の
容
疑
者
も
追
跡
捜
査
し
て
い
ま
す
。」

「
そ
う
か
、
よ
し
、
南
と
高
山
達
に
特
命
の
捜
査
を
任
せ
よ
う
。」

「
は
い
、
や
ら
せ
て
く
だ
さ
い
。」

「
こ
れ
に
よ
り
、
鉄
道
公
安
隊
に
特
命
捜
査
を
行
う
、
以
上
。」

「
は
っ
!
。」

　
と
、
南
と
高
山
達
は
大
湊
室
長
に
敬
礼
し
た
。

　
大
湊
室
長
は
列
車
の
時
刻
を
言
い
な
が
ら
、
二
手
に
分
け
て
捜
査
を
す
る
こ
と
に
し
た
。

「
ま
ず
、
上
越
新
幹
線
だ
と
７
時
３
６
分
発
の
「
あ
さ
ひ
１
号
」
に
乗
り
、
長
岡
に
は
８
時
５
７
分
、
長

岡
か
ら
は
９
時
０
４
分
発
の
特
急
「
か
が
や
き
２
号
」
に
乗
れ
ば
金
沢
へ
は
１
１
時
３
４
分
に
着
く
、
東

海
道
新
幹
線
の
場
合
は
７
時
０
７
分
に
「
ひ
か
り
３
号
」
に
乗
る
と
し
て
京
都
へ
は
９
時
４
２
分
に
着

く
、
京
都
か
ら
９
時
４
５
分
発
の
Ｌ
特
急
「
雷
鳥
１
７
号
」
に
乗
り
、
金
沢
へ
は
１
２
時
２
６
分
に
到

着
す
る
。」

「
な
る
ほ
ど
、
こ
の
列
車
の
中
に
す
り
や
指
名
手
配
犯
が
乗
る
可
能
性
が
あ
る
っ
て
事
ね
。」

「
そ
う
だ
。」
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「
そ
れ
で
、
帰
り
の
方
は
。」

「
帰
り
だ
と
、
金
沢
か
ら
１
３
時
４
８
分
発
の
「
雷
鳥
３
２
号
」
に
乗
れ
ば
京
都
へ
は
１
５
時
５
２
分
に

到
着
す
る
、
１
５
時
５
６
分
に
「
ひ
か
り
１
６
号
」
に
乗
れ
ば
東
京
へ
は
１
８
時
３
２
分
に
到
着
す
る
。」

「
よ
し
、
僕
と
小
海
さ
ん
は
「
ひ
か
り
３
号
」
に
乗
り
ま
す
。」

「
私
と
鶴
岡
は
「
あ
さ
ひ
１
号
」
だ
。」

　
と
言
っ
て
、
南
と
高
山
達
は
捜
査
を
開
始
し
た
、
だ
が
、
金
沢
と
能
登
で
連
続
殺
人
が
起
き
る
と
は

だ
れ
も
予
想
は
し
な
か
っ
た
。

8  第１章　特命捜査



第
２
章
　
列
車
ス
リ

　　
次
の
日
南
と
鶴
岡
は
、
７
時
３
６
分
発
の
上
越
新
幹
線
「
あ
さ
ひ
１
号
」
に
乗
っ
て
警
戒
に
当
た
っ

た
。

「
上
越
新
幹
線
に
は
い
な
い
な
ぁ
。」

「
全
く
ど
こ
へ
行
っ
た
の
か
な
?
。」

「
乗
る
列
車
が
違
っ
て
た
の
か
な
。」

「
さ
ぁ
な
。」

「
こ
の
客
は
越
佐
路
へ
帰
る
人
も
多
い
か
ら
な
。」

「
ス
リ
は
い
な
い
な
ぁ
。」

「
上
越
新
幹
線
に
は
い
な
か
っ
た
な
。」

「
犯
人
は
長
岡
に
潜
伏
し
て
い
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
。」

「
う
ん
、
奴
は
「
か
が
や
き
」
に
乗
る
か
も
な
。」

「
え
っ
、「
か
が
や
き
」
に
。」

「
う
ん
。」

　
上
越
新
幹
線
「
あ
さ
ひ
１
号
」
は
８
時
５
７
分
に
長
岡
へ
到
着
し
た
。
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「
や
っ
と
、
長
岡
へ
来
た
ぞ
。」

「
あ
さ
ひ
に
は
乗
っ
て
な
か
っ
た
な
。」

「
と
に
か
く
、
特
急
「
か
が
や
き
２
号
」
に
乗
れ
ば
見
つ
け
れ
る
よ
。」

　
と
、
南
は
言
っ
た
。

「
と
に
か
く
、
連
絡
し
て
み
よ
う
か
。」

「
え
え
。」

　
南
は
、
早
速
無
線
で
連
絡
し
た
。

「
高
山
、
そ
っ
ち
の
方
は
ど
う
だ
。」

「
今
、「
ひ
か
り
３
号
」
の
中
で
す
。」

「
そ
う
か
、
列
車
ス
リ
の
方
は
い
た
か
。」

「
い
や
、「
ひ
か
り
３
号
」
に
は
い
ま
せ
ん
。」

「
よ
し
、
引
き
続
き
警
戒
し
て
く
れ
。」

「
了
解
。」

　
と
、
無
線
を
切
っ
た
。

「
と
言
う
事
は
、「
か
が
や
き
」
で
は
な
く
「
雷
鳥
」
っ
て
事
も
考
え
ら
れ
ま
す
ね
。」

「
そ
っ
か
、
ス
リ
は
き
っ
と
「
雷
鳥
」
に
乗
る
ん
だ
。」

「
と
言
う
事
は
、
犯
人
は
４
８
５
系
お
宅
っ
て
事
も
考
え
ら
れ
ま
す
ね
。」
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「
あ
あ
。」

　
９
時
０
４
分
　
南
と
鶴
岡
は
長
岡
か
ら
北
陸
本
線
経
由
の
特
急
「
か
が
や
き
２
号
」
に
乗
り
込
ん
で

金
沢
へ
向
か
っ
た
。

「
犯
人
は
必
ず
、
乗
る
筈
だ
か
ら
な
。」

「
あ
れ
、
ス
リ
が
い
な
い
ぞ
。」

「
本
当
だ
、
乗
っ
て
な
い
ぞ
。」

「
確
か
に
「
か
が
や
き
」
は
４
８
５
系
だ
か
ら
乗
る
と
ば
か
り
思
っ
て
た
ん
だ
よ
。」

　
１
１
時
３
４
分
特
急
「
か
が
や
き
２
号
」
は
金
沢
に
到
着
し
た
。

「
上
越
新
幹
線
に
は
乗
ら
な
か
っ
た
な
。」

「
あ
あ
、
ガ
セ
ネ
タ
か
な
。」

「
え
え
。」

　
そ
う
言
っ
て
、
南
と
鶴
岡
は
金
沢
鉄
道
公
安
室
で
待
機
し
た
。

　
一
方
、
高
山
と
小
海
は
京
都
か
ら
北
陸
本
線
経
由
の
Ｌ
特
急
「
雷
鳥
１
７
号
」
に
乗
っ
て
警
乗
し
て

い
た
。

　
高
山
と
小
海
が
乗
っ
た
大
阪
と
金
沢
を
結
ぶ
Ｌ
特
急
「
雷
鳥
１
７
号
」
は
大
阪
を
９
時
４
０
分
に
発

車
し
、
新
大
阪
、
京
都
、
敦
賀
、
武
生
、
福
井
、
芦
原
温
泉
、
加
賀
温
泉
、
小
松
、
終
着
金
沢
へ
は
１

２
時
２
６
分
に
着
く
、
約
２
時
間
の
旅
で
あ
る
。
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「
現
れ
る
か
な
?
。」

「
必
ず
現
れ
る
わ
よ
。」

　
と
、
小
海
は
言
っ
た
。

　
高
山
は
時
刻
表
を
見
て
見
る
と
、
敦
賀
と
武
生
を
過
ぎ
て
次
は
福
井
と
芦
原
温
泉
、
加
賀
温
泉
に
も

止
ま
る
と
確
信
し
た
。

「
あ
れ
、
あ
の
人
か
な
?
。」

「
ん
、
あ
っ
。」

　
と
、
男
は
車
内
を
走
り
回
っ
て
い
た
。

「
ち
ょ
っ
と
、
待
ち
な
さ
い
。」

　
と
、
小
海
は
追
い
か
け
た
。

「
止
ま
れ
ー
ッ
。」

　
と
、
高
山
は
男
を
確
保
。

「
何
故
、
逃
げ
た
ん
で
す
。」

「
俺
が
ス
リ
し
た
っ
て
言
う
の
か
。」

「
往
生
際
が
悪
い
よ
、
あ
な
た
は
財
布
を
す
ろ
う
と
し
た
わ
。」

「
お
い
、
俺
が
や
っ
た
証
拠
は
ア
ン
の
か
?
、
え
っ
。」

　
と
、
男
は
怒
鳴
っ
た
。
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「
と
に
か
く
、
金
沢
公
安
に
連
行
し
よ
う
。」

「
小
海
さ
ん
、
次
の
駅
は
。」

「
も
う
す
ぐ
終
点
の
金
沢
で
す
。」

「
金
沢
か
。」

　
１
２
時
１
６
分
、
Ｌ
特
急
「
雷
鳥
１
７
号
」
は
終
着
金
沢
に
到
着
し
た
。

　
南
と
鶴
岡
は
、
公
安
官
を
連
れ
て
ホ
ー
ム
へ
や
っ
て
来
た
。

「
高
山
、
ス
リ
を
逮
捕
し
た
っ
て
。」

「
そ
れ
が
、
ス
リ
は
や
っ
て
い
な
い
っ
て
言
う
ん
だ
。」

「
何
だ
っ
て
。」

「
こ
の
男
か
。」

「
は
い
。」

　
高
山
が
逮
捕
し
た
男
は
、
望
月
　
勝
３
５
歳
だ
。

　
金
沢
鉄
道
公
安
室

「
こ
の
人
が
ス
リ
で
す
か
。」

「
い
い
え
、
こ
の
人
じ
ゃ
な
い
わ
。」

「
似
て
る
け
ど
、
別
人
だ
わ
。」

　
と
、
旅
行
ツ
ア
ー
の
女
性
が
言
っ
た
。
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「
そ
う
で
す
か
。」

「
望
月
じ
ゃ
な
い
の
は
、
確
か
だ
ね
。」

「
え
え
。」

　
そ
し
て
、
事
情
聴
取
の
後
、
望
月
は
釈
放
さ
れ
た
。

「
本
当
に
申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。」

　
と
、
高
山
は
望
月
に
謝
っ
た
。

「
い
い
よ
、
気
に
し
て
ね
ぇ
か
ら
、
じ
ゃ
あ
な
。」

　
と
言
っ
て
、
金
沢
駅
を
後
に
し
た
。

「
ス
リ
は
ガ
せ
で
し
た
ね
。」

「
あ
あ
。」

「
と
に
か
く
、
金
沢
観
光
だ
。」

「
あ
っ
、
あ
の
バ
ス
か
な
?
。」

「
え
え
。」
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第
３
章
　
金
沢
　

　　
南
と
高
山
達
は
金
沢
駅
か
ら
観
光
バ
ス
に
乗
り
込
ん
で
、
金
沢
を
観
光
し
た
。

　
犀
川
大
橋
　
大
正
１
３
年
　
登
録
有
形
文
化
財

　
こ
の
写
真
は
野
町
側
よ
り
見
る

　
大
橋
を
渡
る
と
右
に
雨
宝
院
、
ま
っ
す
ぐ
進
む
と
野
町
交
差
点
左
へ
行
く
と
寺
町
寺
院
群
。

「
こ
ち
ら
が
、
有
名
な
室
生
犀
星
の
文
学
碑
で
ご
ざ
い
ま
す
。」

　
と
、
バ
ス
ガ
イ
ド
が
案
内
し
た
。

「
あ
ん
ず
よ
花
着
け
　
地
ぞ
早
や
に
輝
け
　
あ
ん
ず
よ
花
着
け
　
あ
ん
ず
よ
燃
え
よ
」

「
さ
す
が
で
す
ね
、
よ
く
知
っ
て
い
ま
す
ね
。」

「
え
え
、
金
沢
に
行
く
前
に
調
べ
た
ん
で
す
。」

　
こ
の
あ
と
、
桜
橋
へ
向
か
っ
た
。

　
桜
橋

　
南
主
任
と
高
山
は
金
沢
で
カ
メ
ラ
を
持
っ
て
犀
川
の
河
畔
を
歩
き
桜
橋
ま
で
来
ま
し
た
。

「
こ
こ
が
桜
橋
ね
。」

「
そ
う
だ
よ
。」
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「
川
を
見
る
と
橋
が
近
く
見
え
る
の
ね
。」

　
と
、
小
海
が
言
う
。

「
そ
う
だ
よ
。」

　
兼
六
園

　「
今
、
紅
葉
が
見
頃
な
ん
だ
っ
て
。」

　「
本
当
、
キ
レ
イ
ね
。」

　「
う
わ
ー
っ
、
紅
葉
も
き
れ
い
。」

　「
本
当
だ
。」

　「
ね
ぇ
、
あ
れ
何
か
な
。」

　「
ど
う
し
た
の
。」

　

16  第３章　金沢　



　
バ
ス
ツ
ア
ー
の
女
性
客
は
、
何
か
を
見
つ
け
た
の
だ
、
そ
れ
は
女
の
絞
殺
死
体
だ
っ
た
。

　「
き
っ
、
キ
ャ
ー
ッ
!
」

　　
２
人
は
、
悲
鳴
を
上
げ
た

　「
あ
っ
、
こ
の
女
は
確
か
。」

「
前
に
室
長
が
話
し
て
い
た
い
じ
め
自
殺
の
女
子
高
生
ね
。」

「
ま
さ
か
、
金
沢
で
殺
さ
れ
る
な
ん
て
。」

　
２
時
間
後
、
石
川
県
警
捜
査
一
課
の
小
沢
警
部
と
城
島
刑
事
と
熊
田
刑
事
が
到
着
し
た
。

「
警
部
、
被
害
者
の
身
元
が
分
か
り
ま
し
た
。」

「
本
当
か
。」

「
東
京
在
住
の
東
雲
学
院
の
谷
川
雅
代
、
１
７
歳
で
す
。」

「
東
雲
学
院
だ
と
。」

「
ま
さ
か
。」

　
と
、
高
山
と
小
海
は
驚
い
た
。

「
何
だ
、
君
は
。」
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と
、
小
沢
は
言
っ
た
。

「
鉄
道
公
安
隊
の
南
で
す
。」

「
同
じ
く
鶴
岡
で
す
。」

「
何
、
鉄
道
公
安
隊
。」

「
は
い
。」

「
東
京
公
安
の
高
山
直
人
で
す
。」

「
同
じ
く
小
海
で
す
。」

「
知
っ
て
る
ん
で
す
か
、
こ
の
生
徒
は
。」

「
は
い
、
警
視
庁
か
ら
い
じ
め
自
殺
事
件
の
事
で
捜
査
し
て
い
た
ん
で
す
。」

「
な
る
ほ
ど
、
南
と
高
山
達
は
バ
ス
ツ
ア
ー
に
参
加
し
て
捜
査
し
て
い
た
っ
て
事
か
。」

「
は
い
。」

「
そ
れ
で
、
死
因
は
。」

「
恐
ら
く
、
お
茶
の
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
中
に
は
青
酸
系
の
毒
が
混
入
さ
れ
て
い
た
ん
で
す
。」

「
と
言
う
事
は
、
毒
殺
か
。」

　
と
、
鶴
岡
は
言
っ
た
。

「
こ
の
被
害
者
の
高
校
生
は
い
じ
め
と
関
係
が
あ
る
の
か
な
。」

「
お
い
、
現
場
に
こ
ん
な
物
が
あ
る
ぞ
。」
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「
ど
う
し
た
、
高
山
。」

「
こ
の
高
校
生
は
東
京
か
ら
新
幹
線
に
乗
っ
て
来
た
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
。」

「
あ
あ
、
そ
う
ら
し
い
な
。」

「
東
京
か
ら
新
幹
線
っ
て
事
は
、
名
古
屋
か
新
大
阪
で
す
か
ね
。」

「
上
野
か
ら
夜
行
に
乗
っ
て
来
た
っ
て
事
は
考
え
ら
れ
る
か
な
。」

「
な
る
ほ
ど
、
夜
行
か
。」

「
夜
行
っ
て
事
は
、
寝
台
特
急
「
北
陸
」
か
夜
行
急
行
「
能
登
」
か
。」

「
そ
れ
も
、
考
え
ら
れ
る
な
。」
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第
４
章
　
能
登
金
剛
で
水
死
体

　　
ひ
が
し
茶
屋
街

　「
ま
ぁ
、
可
愛
い
店
ね
。」

　「
本
当
ね
。」

　「
で
も
さ
、
楽
し
い
旅
行
み
た
い
だ
な
。」

　　
に
こ
の
旅
行
は
、
ま
る
で
高
校
の
修
学
旅
行
み
た
い
だ
。

　「
秋
は
、
紅
葉
だ
し
、
金
沢
は
い
い
ね
。」

　「
う
ん
。」
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「
ち
な
み
に
、
何
処
か
ら
来
た
の
。」

　「
俺
は
東
京
か
ら
来
た
、
鶴
岡
。」

　「
へ
ぇ
ー
、
名
前
は
。」

　「
え
っ
、
私
は
小
海
は
る
か
。」

　　
南
と
高
山
達
は
、
ひ
が
し
茶
屋
街
で
旅
を
し
て
い
る
女
性
と
知
り
合
い
、
二
人
で
金
沢
へ
観
光
す
る

事
に
な
っ
た
。

　　
尾
山
神
社

　「
神
門
に
来
た
な
。」

　「
う
ん
。」
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「
１
人
で
行
く
と
寂
し
い
で
し
ょ
。」

　「
ま
ぁ
ね
、
で
も
少
し
楽
し
い
か
も
。」

　「
そ
う
。」

　「
い
や
ー
、
金
沢
は
い
い
と
こ
ろ
だ
。」

　　
と
、
南
と
高
山
は
浅
野
川
橋
を
眺
め
な
が
ら
歩
い
た
。
　

　　
送
迎
バ
ス
に
乗
っ
た
南
達
は
、
山
代
温
泉
へ
。

　　
山
代
温
泉

　「
う
わ
ー
、
湯
け
む
り
が
も
く
も
く
す
る
ず
ら
。」

　「
本
当
だ
わ
。」
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　「
何
し
ろ
、
山
代
温
泉
は
人
気
だ
か
ら
ね
。」

　
北
陸
で
も
っ
と
も
古
い
と
さ
れ
る
温
泉

　　
古
く
か
ら
温
泉
街
と
し
て
栄
え
、

　
豊
富
な
文
化
資
産
、
伝
統
文
化
に
恵
ま
れ
て
い
る
。

「
山
代
温
泉
浴
殿
」
は
、
共
同
風
呂
と
し
て
全
国
屈
指
の
広
さ
を
持
つ
。

　「
ア
ー
、
い
い
湯
だ
な
。」

　「
こ
れ
が
加
賀
の
湯
ね
。」

　「
俺
も
、
気
持
ち
い
い
気
分
よ
。」

　「
こ
の
殺
人
は
、
高
校
で
何
が
あ
っ
た
か
だ
。」

　「
そ
こ
な
ん
で
す
よ
ね
。」
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　「
も
し
か
し
た
ら
、
い
じ
め
か
教
師
の
体
罰
っ
て
事
は
。」

　「
そ
れ
も
考
え
ら
れ
る
な
。」

　「
も
う
一
度
推
理
し
て
み
よ
う
、
東
京
都
内
で
女
子
高
生
が
亡
く
な
っ
た
、
そ
し
て
兼
六
園
で
毒
殺
さ
れ

た
。」

　「
も
し
、
第
２
の
事
件
が
起
き
る
と
し
た
ら
。」

　「
能
登
か
も
し
れ
ん
ぞ
。」

　「
そ
う
か
、
能
登
で
起
き
る
可
能
性
も
。」

　「
あ
あ
。」

　「
考
え
ら
れ
る
な
。」
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翌
日
、
能
登
へ
・
・
と
こ
ろ
が
能
登
金
剛
と
輪
島
の
八
方
寺
屋
旅
館
で
は
殺
人
事
件
が
起
る
と
は
南

と
高
山
達
は
予
想
も
し
な
か
っ
た
。。

　
次
の
日
、
南
と
高
山
達
は
観
光
バ
ス
に
乗
っ
て
能
登
へ
向
か
っ
た
。

　「
み
な
さ
な
、
こ
ち
ら
が
渚
ド
ラ
イ
ブ
ウ
ェ
イ
で
ご
ざ
い
ま
す
。」

　「
こ
の
道
路
は
、
海
岸
を
走
る
の
か
。」

　「
そ
う
だ
よ
。」

　　
能
登
金
剛

　「
冬
の
能
登
半
島
は
美
し
い
わ
。」

　「
気
を
付
け
ろ
よ
、
大
丈
夫
か
。」
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「
え
え
。」

　　
そ
し
て
、
ツ
ア
ー
客
は
人
が
倒
れ
て
る
の
を
見
つ
け
た
。

　「
ね
ぇ
、
あ
れ
何
か
な
。」

　「
ど
う
し
た
、
雅
美
。」

　「
ね
ぇ
、
こ
の
人
死
ん
で
る
わ
よ
。」

　「
え
っ
、
お
、
お
い
。」

　「
ど
う
し
た
ま
し
た
。」

　「
あ
っ
、
公
安
さ
ん
。」

　「
金
剛
で
人
が
死
ん
で
る
ん
で
す
。」
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　「
何
だ
っ
て
。」

　「
は
っ
。」

　「
あ
っ
、
あ
れ
は
。」

　　
と
、
高
山
は
驚
い
た
。

　「
ど
う
し
た
、
高
山
。」

　「
又
か
、
第
二
の
殺
人
が
起
き
る
と
は
。」

　「
と
に
か
く
、
警
察
に
連
絡
だ
。」

　「
は
い
。」
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「
こ
の
、
被
害
者
は
東
京
で
起
き
た
女
子
高
生
の
事
件
と
関
係
あ
り
そ
う
だ
な
。」

　「
え
え
。」

　「
こ
の
事
件
、
何
か
あ
る
ぞ
。」
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第
５
章
　
４
年
前
の
事
件

　　
し
ば
ら
く
し
て
、
石
川
県
警
の
パ
ト
カ
ー
が
到
着
し
た
。

「
警
部
、
被
害
者
の
身
元
が
分
か
り
ま
し
た
。」

「
本
当
か
。」

「
被
害
者
は
、
青
藍
高
校
の
青
山
孝
雄
で
す
。」

「
そ
れ
で
、
死
因
は
。」

「
恐
ら
く
死
因
は
溺
死
だ
な
。」

　
と
、
小
沢
警
部
は
言
っ
た
。

「
又
、
高
校
生
か
。」

「
こ
れ
ど
う
い
う
事
な
ん
だ
。」

「
先
週
の
月
曜
日
に
音
ノ
木
坂
学
院
の
生
徒
が
亡
く
な
ら
れ
た
ん
で
す
。」

「
何
、
音
ノ
木
坂
学
院
。」

「
は
い
。」

「
こ
の
被
害
者
の
３
人
に
共
通
す
る
事
っ
て
何
な
ん
だ
。」

「
や
は
り
、
高
校
で
何
か
の
事
件
が
。」
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「
そ
れ
は
、
考
え
ら
れ
ま
す
ね
。」

　
と
、
鶴
岡
は
言
っ
た
。

「
こ
の
事
件
は
恐
ら
く
、
い
じ
め
と
体
罰
だ
。」

「
そ
う
か
、
犯
人
は
分
っ
た
ん
で
す
か
。」

「
い
や
、
犯
人
は
ま
だ
わ
か
っ
て
い
な
い
。」

「
そ
う
だ
な
。」

「
う
ん
。」

「
と
言
う
事
は
、
４
年
前
の
事
件
と
関
係
し
て
る
な
。」

　
高
山
は
す
ぐ
に
東
京
の
鉄
道
公
安
室
に
連
絡
し
た
。

「
え
っ
、
被
害
者
の
３
人
は
い
じ
め
と
体
罰
に
関
係
し
て
い
る
の
か
。」

　
と
、
高
杉
は
言
っ
た
。

「
え
え
、
ど
う
や
ら
被
害
者
の
３
人
は
４
年
前
の
い
じ
め
と
体
罰
に
関
係
し
て
い
る
と
思
わ
れ
ま
す
、
詳

し
く
調
べ
て
見
て
下
さ
い
。」

「
わ
か
っ
た
、
調
べ
て
見
る
。」

　
と
、
電
話
を
切
っ
た
。

「
班
長
、
何
か
あ
っ
た
ん
で
す
か
。」

「
今
、
南
か
ら
連
絡
が
会
っ
た
。
４
年
前
の
事
件
の
事
を
調
べ
て
く
れ
っ
て
。」
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「
え
っ
、
連
続
殺
人
の
謎
が
わ
か
っ
た
の
。」

「
あ
あ
、
そ
う
だ
。」

「
東
京
と
北
陸
で
、
女
子
高
生
が
殺
害
さ
れ
た
っ
て
事
ね
。」

「
よ
し
、
早
速
調
べ
て
見
ま
す
。」

「
俺
も
行
き
ま
す
。」

「
わ
し
も
行
く
。」

　
桜
井
は
、
菅
原
と
三
輪
と
一
緒
に
４
年
前
の
事
件
を
調
べ
る
こ
と
に
し
た
。

　
南
は
、
高
山
と
小
海
と
鶴
岡
と
一
緒
に
事
件
の
推
理
を
し
た
。

「
ま
ず
、
兼
六
園
の
事
件
で
殺
害
さ
れ
た
谷
川
は
名
古
屋
か
ら
金
沢
ま
で
は
「
し
ら
さ
ぎ
」
に
乗
っ
て
い

た
事
が
分
か
っ
た
。」

　
谷
川
が
乗
っ
た
列
車
ル
ー
ト

　
東
京
発
　
７
時
０
７
分
　
東
海
道
新
幹
線
「
ひ
か
り
３
号
」
に
乗
車

　
名
古
屋
着
　
８
時
５
８
分

　
名
古
屋
発
　
９
時
１
２
分
発
　
Ｌ
特
急
「
し
ら
さ
ぎ
３
号
」
に
乗
車

　
金
沢
着
　
　
１
２
時
０
７
分

「
そ
こ
か
ら
、
兼
六
園
に
行
っ
た
ん
で
す
ね
。」

「
そ
う
だ
。」
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「
そ
し
て
、
谷
川
は
毒
入
り
の
緑
茶
を
飲
ん
で
毒
殺
さ
れ
た
。」

「
そ
し
て
、
第
２
の
事
件
は
青
山
は
、
金
沢
か
ら
七
尾
線
に
乗
っ
て
い
た
。」

「
ほ
う
、
そ
れ
で
。」

「
彼
は
穴
水
で
下
車
し
た
。」

「
な
る
ほ
ど
、
青
山
は
能
登
金
剛
へ
行
っ
た
っ
て
事
ね
。」

「
そ
う
か
、
誰
か
に
突
き
落
と
し
て
溺
死
し
た
の
か
。」

「
う
ん
、
青
山
は
犯
人
に
突
き
落
と
さ
れ
た
と
み
て
間
違
い
な
い
。」

「
そ
の
通
り
だ
よ
、
鶴
岡
、
小
海
。」

「
そ
れ
で
、
犯
人
は
分
っ
た
の
。」

「
う
ん
、
こ
の
東
京
と
金
沢
と
能
登
で
起
き
た
殺
人
は
４
年
前
の
事
件
と
関
係
し
て
い
る
と
睨
ん
で
る

ん
だ
。」

「
じ
ゃ
あ
、
犯
人
は
こ
の
中
に
。」

「
あ
あ
、
私
の
推
理
通
り
な
ら
ね
。」
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第
６
章
　
対
決

　　
そ
こ
へ
、
高
杉
班
長
か
ら
連
絡
が
入
っ
た
。

「
あ
、
南
か
、
わ
か
っ
た
よ
、
４
年
前
の
事
件
の
事
が
。」

「
何
か
分
か
っ
た
ん
で
す
か
?
。」

「
あ
あ
、
拝
戸
町
の
拝
戸
中
学
校
で
４
年
前
に
林
間
学
校
で
水
難
事
故
で
生
徒
が
死
亡
し
た
ん
だ
。」

「
何
だ
っ
て
、
じ
ゃ
あ
こ
の
ツ
ア
ー
客
に
は
裏
が
あ
っ
た
の
か
。」

「
そ
う
だ
、
被
害
者
の
花
型
と
谷
川
と
青
山
は
拝
戸
中
学
の
卒
業
生
だ
。」

「
と
言
う
事
は
、
４
年
前
の
事
件
に
関
係
し
て
る
の
か
。」

「
そ
う
だ
。」

「
わ
か
り
ま
し
た
、
早
速
調
べ
て
見
ま
す
。」

　
と
、
高
山
は
携
帯
を
切
っ
た
。

「
ど
う
し
た
。」

「
え
え
、
４
年
前
拝
戸
中
学
の
林
間
学
校
で
水
難
事
故
で
男
子
生
徒
が
犠
牲
に
な
っ
た
ん
だ
。」

「
で
、
そ
の
亡
く
な
っ
た
生
徒
っ
て
言
う
の
は
。」

「
あ
あ
、
亡
く
な
っ
た
の
は
塩
尻
啓
介
１
４
歳
当
時
中
学
２
年
生
だ
。」
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「
そ
れ
で
死
因
は
。」

「
恐
ら
く
川
に
転
落
し
た
と
、
書
い
て
い
る
。」

「
と
言
う
事
は
、
こ
の
事
件
は
４
年
前
の
事
故
と
関
係
し
て
る
と
思
わ
れ
る
が
。」

「
じ
ゃ
あ
、
犯
人
は
こ
の
中
に
入
る
っ
て
事
か
。」

「
あ
あ
、
恐
ら
く
な
。」

「
わ
か
っ
た
よ
、
こ
い
つ
は
偽
名
で
ツ
ア
ー
に
参
加
し
て
い
る
、
本
名
は
塩
尻
節
子
だ
。」

「
じ
ゃ
あ
、
塩
尻
は
那
須
　
あ
や
め
で
参
加
し
て
い
た
の
か
。」

「
あ
あ
。」

「
も
う
１
人
の
方
は
。」

「
事
故
死
し
た
啓
介
の
弟
、
塩
尻
真
治
だ
。」

「
じ
ゃ
あ
、
こ
の
連
続
殺
人
犯
人
は
。」

「
こ
の
塩
尻
親
子
だ
。」

「
じ
ゃ
あ
、
塩
尻
の
居
場
所
が
わ
か
っ
た
の
。」

「
あ
あ
。」

「
こ
の
、
能
登
金
剛
に
な
。」

　
と
、
鶴
岡
は
言
っ
た
。

「
よ
し
、
拳
銃
は
持
っ
て
る
な
。」

34  第６章　対決



「
え
え
。」

「
よ
し
、
確
保
へ
向
か
う
ぞ
。」

「
え
え
。」

　
南
と
高
山
と
小
海
達
は
、
犯
人
が
い
る
能
登
金
剛
へ
向
か
っ
た
。

「
誰
だ
、
お
前
は
。」

「
私
よ
、
覚
え
て
る
。」

「
誰
だ
よ
、
あ
ん
た
。」

「
忘
れ
た
と
は
言
わ
せ
な
い
わ
。」

　
と
、
節
子
は
ナ
イ
フ
を
構
え
た
。

「
こ
い
つ
ら
が
悪
い
の
よ
、
こ
い
つ
ら
が
、
水
難
事
故
を
隠
蔽
し
た
の
は
。」

「
４
年
前
の
林
間
学
校
の
事
で
す
ね
。」

　
と
、
南
と
高
山
達
は
、
拳
銃
を
構
え
た
。

「
担
任
の
坂
口
の
せ
い
で
、
う
ち
の
息
子
が
死
ん
だ
の
よ
。」

「
じ
ゃ
あ
、
花
型
と
谷
川
と
青
山
を
殺
害
し
た
の
も
。」

「
そ
う
よ
、
全
部
私
と
真
治
が
計
画
し
た
の
よ
。」

「
や
は
り
、
事
件
の
犯
人
は
あ
ん
た
だ
っ
た
の
か
。」

「
そ
う
よ
、
う
ち
の
啓
介
を
転
落
死
し
た
の
は
川
遊
び
し
て
死
亡
し
た
と
ね
。」
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「
そ
れ
で
、
復
讐
し
た
っ
て
事
か
。」

「
そ
う
よ
。」

「
そ
れ
で
、
俺
は
こ
の
ツ
ア
ー
で
偽
名
を
使
っ
て
参
加
し
て
い
た
の
さ
。」

「
さ
ぁ
、
お
前
も
能
登
金
剛
の
中
に
地
獄
へ
送
っ
て
や
る
わ
。」

　
と
、
そ
の
時
。

「
そ
こ
ま
で
だ
、
塩
尻
。」

「
は
っ
、
警
察
。」

「
て
め
ぇ
、
警
察
だ
っ
た
の
か
。」

「
半
分
当
た
り
、
鉄
道
公
安
隊
だ
。」

「
塩
尻
節
子
、
谷
口
雅
代
及
び
青
山
孝
雄
殺
害
陽
気
で
逮
捕
す
る
。」

　
と
、
小
沢
警
部
は
二
人
を
逮
捕
し
た
。

「
さ
す
が
で
す
ね
、
鉄
道
公
安
隊
は
。」

「
え
え
。」

「
よ
し
、
行
く
ぞ
。」

　
と
、
塩
尻
親
子
は
石
川
県
警
に
連
行
し
た
。

「
こ
れ
で
、
事
件
は
解
決
ね
。」

「
あ
あ
。」
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金
沢
駅

　
帰
り
は
、
金
沢
か
ら
京
都
ま
で
は
金
沢
発
１
３
時
４
８
分
「
雷
鳥
３
２
号
」
に
乗
っ
て
京
都
か
ら
新

幹
線
に
乗
り
次
い
で
東
京
へ
帰
京
し
た
。

　
こ
う
し
て
、
金
沢
能
登
の
連
続
殺
人
は
水
難
事
故
の
恨
み
の
復
讐
と
言
う
結
末
を
迎
え
た
。
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